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 （論文審査の要旨）  
空間認知の発達に関する研究では、幼児期から青年期にかけて、子ど

もの認知地図がルートマップ型からサーベイマップ型へと発達を遂げる

ことが定説の一つとなってきた。しかしながら、発達段階が成人と同レ

ベルに到達する高校生以降における発達過程については、不明な点が多

い。また、従来の研究は、特定の空間スケールを対象にしたものが主で

あり、異なる空間スケールで比較したものはなかった。しかし、地理教

育の目標の一つがマルチスケールでの空間的思考力の育成にあることか

ら、異なる空間スケールの認知地図がどのように関連し合って発達する

のかを明らかにすることは、新たな指導法の開発にも役立つと考えられ

る。そこで本研究は、高校生の手描き地図の横断的・縦断的分析を通し

て異なる空間スケールの認知地図の発達を明らかにする。  

第１章では、手描き地図を用いた空間認知に関する従前の研究成果に

ついて、地理学や心理学などの分野を中心に整理した。さらに、先行研

究をふまえて、大規模空間の認知地図形成には、直接知覚できる小規模

空間で得た情報に基づく空間的推論が不可欠になるが、異なる空間スケ

ールにまたがる認知地図の関連性については十分に明らかになっていな

いことを指摘した。  

第２章では、研究の枠組みと方法を提示した。本研究では、高校生を

対象にして、異なる空間スケールの手描き地図を６年かけて延べ 1,254

枚収集し、それを横断的に分析するとともに、同一人物の高校生 24 人に

ついて１年次と３年次の手描き地図を比較して縦断的な分析を行うこと

で、青年期の空間認知の変化を検討した。具体的には、５つの空間スケ

ール（世界、大陸、日本列島、都道府県、通学路）の手描き地図を、３
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つの類型（ルートマップ型、サーベイマップ型、複合型）に分類する方

法を提示した。  

第３章では、高校生の異なるスケールの手描き地図を収集し、質問紙

調査によって手描き地図に影響を及ぼす要因について横断的分析を行っ

た。世界地図はほぼ全てがサーベイマップ型で、通学路の地図はルート

マップ型とサーベイマップ型が混在することが明らかになった。学年間

の比較を行うと、通学路の地図は高校１年次にはルートマップ型が約６

割を占めたが、高校３年次には複合型・サーベイマップ型への移行が確

認された。手描き地図に影響する要因を明らかにするために、質問紙の

回答から地図の活用・注視する項目について分析を行ったところ、地図

を活用する場面は「知らない場所や目的地に行く時」という回答が最も

多く、そうした場面では「ランドマークの位置・曲がり角・道順・方位」

を重視するという回答が多く、ルートマップ型に至る情報源が明らかに

なった。  

第４章の縦断的分析では、同一人物の１年次と３年次の変化を追うこ

とができる 24 名の手描き地図について、特徴を数量化するために地図上

の要素数を用いた統計的分析を行い、年次進行に伴う変化を分析した。

その結果、空間スケールごとの手描き地図の特徴は類似しており、それ

は学年が進行しても基本的に変わらないことがわかった。その要因とし

て、空間スケールごとに描画の際に重視される項目が異なることが影響

している可能性がある。一方、異なる空間スケールの手描き地図の間で

は、地図の情報量の相関は小さいことから、それらは異なる情報源によ

って形成されるものと考えられる。  

第５章では、得られた知見についての考察と地理教育への示唆につい

て検討した。通学路の地図では、１年次よりも３年次の方がサーベイマ

ップ型が多くなる原因として、地図を描く際に「ランドマークの詳し

さ」・「地名の詳しさ」・「方位の正しさ」を重視する割合が学年進行とと

もに大きくなることから、通学経験によって詳細な経路の知識が蓄積さ

れた結果、俯瞰的な理解が進んだと考えられる。通学路のような小スケ

ール空間の認知地図を世界規模の大スケール空間の認知地図に統合する

には、「方位」の意識が重要になると考えられる。それは、方位が必ずし

も揃っていない小スケールの認知地図を、北が上に固定されがちな大ス

ケールの認知地図に関連づけることによって、マルチスケールの空間認

知の育成につながると考えられるからである。こうした知見を地理教育

に応用するならば、異なる空間スケールで共通する重要地名の理解を進

めるとともに、方位の異なる地図を頭の中で回転させる訓練を取り入れ

た教材開発を進める必要があると考えられる。  

本論文は、従来は先行研究がほとんどない異なるスケールの認知地図

の関連性を検討し、地理教育への示唆を得た点において、人文地理学・

地理教育の研究に大きく貢献するものと評価できる。以上の理由より、

本論文は博士（地理学）の学位を授与するに十分値すると判断される。  


